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平成18年8月11日に第68回長野県治水砂防協会通常総会を長野市内で開催しました。

総会では、常任理事の佐々木佐久穂町長の進行のもと、寺島会長の挨拶のあと、来賓として亀江国土交

通省砂防部長、大久保全国治水砂防協会理事長、下崎県議会土木住宅委員、原土木部長より祝辞をいた

だきました。

また、砂防事業の促進に功績のあった方、9名の功労者表彰を行いました。

議事では、平成1 7年度事業報告・収支決算報告、平成1 8年度事業計画・収支予算について審議され、

いずれも原案どおり承認されました。また、今回新たに会員になられた「N P O法人梓川流域を守る会」

と「木曽南部防災ネットワーク議員連盟」の方々が紹介されました。

議事終了後、原参事兼砂防課長より「平成1 8年7月豪雨における砂防施設の効果事例」の説明がありま

した。その後、4名の会員による意見発表を行いました。

総会後の講演会には、亀江国土交通省砂防部長による｢頻発する土砂災害から国民の安全・安心を確保

するために｣、大久保全国治水砂防協会理事長より「土砂災害の解消を目指して」ご講演をいただきました。

平成1 8年5月1 7日、砂防会館において、(社)全国治水砂防協会第7 0回通常総会が多数の国会議員列席

もと盛大に開催されました。

本県からは、寺島会長をはじめ55市町村の会員が参加されました。

総会では、綿貫会長の挨拶のあと、渡辺和足国土交通省河川局長の祝電をいただきました。

議事では、平成1 7年度の事業報告・収支決算報告、平成1 8年度事業計画・収支予算原案どおり承認さ

れました。つづいて功労者表彰が行われ、山田一榮(前長野県治水砂防協会会長)が受賞されました。

また、通常総会終了後、全共連ビル

において当協会主催による砂防講演会

を開催しました。この講演会は(社)全

国治水砂防協会通常総会の開催に併

せ、国土交通省砂防部の方々より砂防

事業の現況等を直接お聞きするため、

毎年行っております。今年は講師に中

野砂防計画課長をお招きし、「土砂法

指定と合併後の警戒避難体制につい

て」と題して講演していただきました。



松本市安曇特定非営利活動法人

梓川流域を守る会 理事長 藤 澤 繁 雄

松本市の西部に位置する安曇・奈川地区は、

槍・穂高など北アルプスの秀峰に囲まれた、自

然豊かなこの地で、四季を通じて大勢の観光客

を迎え入れております。

しかしながら、急峻な地形や厳しい気象は、

自然災害が起こりやすく、過去に幾たびか大き

な災害が起こっています。

安曇･奈川地区は平成1 7年４月、松本市と合併

しました。新松本市は9 1 9平方キロと県下一広大

な市となりましたが、その面積の半分以上を占

める安曇･奈川地区には、僅かな住民（市全体の

２％）が住むだけです。このような背景から、

そこに住む者が心を一つにして自然災害へ備え

ようという気運が強まりました。

こうして、今年の７月1 1日、約2 8 0名が会員

となり特定非営利活動法人「梓川流域を守る会」

を立ち上げたのであります。

この会の目的は、当地域の過去の災害を学ぶ

とともに、地域の危険個所を調査･把握して行政

へ提言し、砂防事業のいっそうの促進を図り、

地域の安心安全につなげようというものです。

設立総会が終わって１週間も過ぎないうちに、

７月豪雨災害に見舞われ、当地域も道路や河川、

水道施設などに大きな被害を受けました。

最近の気象は異常とも言える激しさで私たち

を襲ってきます。普段から自分の住むところを

良く知り、日頃か

ら備えておく事の

大事さを痛感しま

した。梓川流域を

守る会は、そうし

た活動を主にして

いきたいと考えて

います。
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木曽南部土砂防災ネッ

トワーク議員連盟会長

南木曽町議会議長　

北 原 隆 光

平成1 8年度から本

協会に新規加入をさせ

ていいだきました。

木曽南部は、急峻な

地形で、木曽川を本流

として小河川が多く、

山沿いの急傾斜地や河

川沿いに集落が形成されています。

年間の降水量が多く、地質は花崗岩で風化が

著しく崩れやすいので、集中豪雨等により古来

より「蛇抜け」と言われた災害が繰り返されて

きた地域です。

このような現状に鑑み、土砂災害対策は今後

も木曽南部の地域づくりにとって、基本的な社

会基盤整備であることから、ここに共通の認識

を持った町村の議会議員がお互いに防災のため

の情報交換をするとともに、地域づくりを支援

する砂防事業を推進することを目的として、平

成1 3年1 1月に南木曽町、上松町、大桑村、山口

村の木曽南部４ヵ町村の議会議員全員により本

連盟を設立しました。平成1 6年２月1 3日に一構

成町村でありました山口村が岐阜県中津川市へ

合併したことから、それ以後現在の３町村での

構成となっております。

その後、平成1 6年1 1月に政府の地震調査研究

推進本部が公表しました、「木曽山脈西縁断層帯

の評価」によりますと、木曽南部には同断層帯

の上松断層、馬籠峠断層、清内路峠断層の３つ

の活断層が走っており、集中豪雨の土砂災害に

加え、大規模地震によるところの災害も非常に

心配される状況であります。

我々、議員連盟は、行政と一体となって直轄

砂防事業等の促進活動を行い、地域住民の皆さ

んが安心して暮らせる地域づくりに取り組んで

いるところであります。今回の協会加入により

まして、より一層の事業推進が図られることを

期待いたすものです。最後に、協会の本連盟に

対しますご指導、ご支援をお願いいたしまして、

新規加入のあいさつとさせていただきます。
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「平成18年７月豪雨」は、岡谷市政始まって以来の未曾有の大災害でありました。

この災害に際しまして、県内の絶大なるご支援、ご協力をいただきました多くの関係機関、

団体の皆様方に、この紙面をお借りし、深甚なる敬意と感謝を申し上げる次第であります。

今回の災害の経過及び対応についてでありますが、７月1 5日から1 9日まで降り続いた雨

は、観測史上最大の総雨量4 0 0ｍｍに達し、７月1 9日の早朝、市内各地で、土石流、河川崩

壊、道路の陥没等の豪雨災害が発生し、８名の市民の方々の尊い命が奪われるとともに、家

屋の全壊、半壊、浸水等、市民の生命、身体及び財産に甚大な被害を及ぼしました。

岡谷市では直ちに、災害対策本部を庁内に設置し、避難勧告の発令、避難所の開設、災害支援団体への依頼など

の初期初動対応を実施するなど、市民の安全の確保に努めたところであります。また、多数の行方不明者を出した

湊地区に現地対策本部を設置して、捜索活動、その後の応急・復旧対応に万全を期したところであります。

発災直後から、国、県はもとより、警察、自衛隊、消防等の関係団体の絶大なご支援をいただき、昼夜を問わず

に、行方不明者の捜索を進める一方、流入、堆積した土砂、流木の除去、消毒作業を適切に実施し、また、再発の

可能性がある危険河川に土石流センサーや大型土嚢を設置するなどの応急措置を行って、避難勧告の早期解除に向

け、全力で取り組んでまいりました。

しかしながら、現在も、建物の全壊等により自宅に帰ることが出来ずに、市営住宅等に入居されている方、親戚

先に身を寄せている方など、被災前の生活に戻るには、まだまだ長い期間を要すると思われ、被災者と行政がお互

平成18年７月豪雨災害の概要と対応について

岡谷市長　林　新一郎

長野県 岡谷市　湊
みなと

三丁目久保寺南
きゅうほうじみなみ

死者７名
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いに力を合わせ進めていくことが必要であると考えております。

被災者の方々に対しては、被災者生活再建支援法、長野県災害見舞金制度に基づく国、県等の支援に加え、一日

も早い生活再建のため、岡谷市独自の支援策「豪雨災害被災者支援金支給」制度を創設いたしました。

また、被災地の本格復興に向け、「この未曾有の災害に対応する体制に空白の期間をおかない。」との考えから、

災害対策本部の閉鎖と同時に、新たな組

織として「豪雨災害復興対策室」を設置

し、復興支援と復興整備に向けた体制を

構築したところでもあります。

道路橋梁、河川、農地、林地、学校、

体育施設等の公共施設被害につきまして

も、規模、内容ともに岡谷市がかつて経

験したことのない極めて甚大なものであ

りました。

自然災害は人知の及ばない事とは言い

ながらも、国土保全と地域住民の暮らし

と安全を守るため、国・県の砂防事業、

治山事業が今後とも強力に推進されるよ

う期待して止みません。

長野県　岡谷市　川岸東
かわぎしひがし

二丁目橋原志平
は し ば ら し び ら

死者１名

長野県　岡谷市　長地出早
お さ ち い づ は や

二丁目

（上の原
う え の は ら

小学校附近）
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本市において、梅雨前線の

活発化により断続的に降り続

いた強い雨は、７月1 5日の降

り始めから７月2 6日午後４時

までに、市中央部の塩尻消防

署では3 4 7ミリ、南部の木曽

平沢では塩尻消防署の観測点

より6 2％多い5 6 2ミリを観測しました。この雨量は、

平成1 6年1 0月の台風第2 3号による降水量をはるかに

上回り、少なくともここ2 0年間にはない記録的な大

雨となりました。

この大雨により、本市にあっては、建物では、全壊

６棟、半壊１棟、床上浸水５棟、床下浸水1 0 4棟の合

計1 1 6棟が、道路では、橋梁流失、路肩決壊など5 5箇

所が、河川では、護岸決壊など100箇所が、急傾斜地、

砂防では３箇所が、農業関連では、農地の流失、土砂

流入など2 0 9箇所が、林務関係では、山腹崩壊、林道

路面流出など2 8 2箇所が、上下水道施設では、水源土

砂流入など2 6箇所が被害を受け、被害総額は、約5 3

億円に上りました。今回の災害の特徴として、本市南

部において特に顕著な降雨が見られ、平成1 7年に合

併をした楢川地区では、土石流が発生し、住家５戸が

全壊したほか、南西部の洗馬地区及び宗賀地区、南部

の下西条地区、南東部の北小野地区等に被害が集中し

ました。

また、交通機関への被害も甚大となり、主要幹線道

路である国道1 9号、2 0号、1 5 3号及び中央西線は、

土砂流出等により通行止めとなり、中央道長野線の閉

鎖もあって、住民生活のみならず、経済活動にも多大

な影響を与えました。

反面、こうした大災害の中でも、幸いにして人的被

害がほとんど見られなかったことは不幸中の幸いでし

た。これには、注意深く避難を勧告した地区役員や地

元消防団員の皆様、また、災害の中、復旧作業に努め

た業者の皆様などの尽力を見過ごすわけには参りませ

ん。行政として、災害時の状況把握、対策を行うこと

は当然でありますが、こうした住民の皆様の協働によ

り人的被害を最小限で収めることができましたこと

は、今災害の中でも特筆に値するのではないかと考え

ております。

さて、この災害の復旧に当たっては、特に大きな被

害のあった市内４箇所につきましては、関係機関のご

尽力により災害関連緊急砂防等事業に採択され、早速、

復旧に向けた取り組みが始まっております。また、多

くの被災箇所について災害認定がされ、復旧事業が着

手されてきているところです。

あらためまして国、県をはじめとした関係機関の皆

様に感謝申し上げるところでございます。

これだけの大災害になりますと、復旧或いは恒久的

対策を施すまでの道のりは、長く、困難なものになる

ことは容易に想像することができます。

しかし、本市が掲げる、「質の高い生活を市民と行

政が一体となって創造し、安心、安全、快適さを実感

できる、誰もが住みよい田園都市の実現」を目指して、

これからも邁進してまいりたいと考えております。

平成18年７月豪雨災害の概要と対応について

塩尻市長　小　口　利　幸

前田川の氾濫により小野駅前の国道153号が冠水

小曾部川の増水により橋が流出
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平成1 8年7月1 5日から降り

始めた梅雨前線豪雨は、1 6日

午後から小康状態だったもの

の、更に強さを増し、かつて

経験のない豪雨となり、降り

始めからの雨量は3 3 3 . 5ミリ達

し、町内各地で大災害をもた

らしました。

町内には、多くの急傾斜、地すべり、土石流危険箇

所がありますが、何箇所かで発災し、町民が一体とな

り安全確保、緊急対応等が行われました。

箕輪町の中央を南北に天竜川が流れておりますが、

早い時期に警戒水位に達しましたので巡視を開始し、

水位情報に基づく特別警戒水位に達する状況の中、

1 9日未明、災害対策本部設置と全職員召集をかけ、

避難勧告発令時の住民への情報伝達、避難所準備等の

対応を推進しました。

全職員対策会議中、予想をしてなかった北小河内中

村地区において土石流が発生との連絡があり、避難情

報の伝達、避難誘導、避難所受け入れ等の対応を迅速

に行いました。

明るくなるにつれて、町内各所より被害の状況が入

る中、天竜川の水位が上昇し特別警戒水位到達が必至

の状況となり、到達前でありましたが、あらかじめ定

めてありました浸水想定区域の住民に対して、午前６

時1 5分避難勧告を発令しました。その後、事態をつ

ぶさに把握してまいりましたが、天竜川堤防決壊情報

に基づき、避難指示への切り替え、避難指示区域の拡

大を行いました。

町では、住民への情報伝達手段として、防災行政無

線のほか、音声告知放送、箕輪町ホームページ、緊急

メール配信、7月から試験運用を開始したケーブルテ

レビの専用チャンネルによる文字放送等多くのメディ

アを使って行いました。

避難勧告等は、天竜川決壊現場付近の住民に対して

は2 5日まで、北小河内土石流発生地区住民に対して

は、26日まで続くこととなりました。

被害の概要につきましては、負傷者軽傷３人、家屋

等建物被害74棟(半壊から床下浸水)のほか、公共土木、

河川、水道施設、林道、作業道、耕地、農作物、観光

施設にわたりかつて経験したことのない大災害になり

ました。

発災直後から、多方面の方々より支援協力を賜り、

緊急対応、応急復旧等出来ましたことに感謝申し上げ

ると共に、引続き国、県のご支援をいただき、対策事

業、復旧事業を実施して被災住民が安心して生活でき

る様１日も早く復旧に努めてまいります。

町では、この災害を教訓として、地域防災計画、初

動マニュアル等の見直しを進めております。

最後になりましたが、発災後、支援物資、義援金等

多くの方よりお寄せいただきました善意のお気持ちは

有効に活用させていただいております。紙面をお借り

しまして御礼申し上げます。

平成18年７月豪雨災害を振り返って

箕輪町長　平　澤　豊　満

天竜川堤防決壊現場

北小河内中村地区　土石流被害状況
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1 気象状況
７月16日からの梅雨前線に伴う大雨により、県下各地では、土砂崩落、河川溢水、土石流などによ　

災害が発生した。

各地の雨量は、（７／16～19）

諏訪観測局：連続雨量　　　384.0mm 最大時間雨量　　22.5mm

辰野観測局：連続雨量　　　411.5mm 最大時間雨量　　23.0mm

伊那観測局：連続雨量　　　400.0mm 最大時間雨量　　20.0mm となっている。

15日から19日にかけては、梅雨前線が本州付近に停滞して活動が　　

非常に活発となった。県内では１時間に20mmから30mmの雨が断　

続的に降り続き、総雨量は中部、南部の所々で400mmを越え、少

なくともここ20年間にはない記録的な大雨となった。

2 被害状況
岡谷市、辰野町では死者が出るなど、中部から南部にかけての地

域を中心に各地で大きな土砂災害が多発した。

◎人的被害状況　　 ：死者12名、行方不明者１名、負傷者20名

◎住宅被害　　　　 ：全壊27棟、半壊19棟、一部損壊４４棟　

床上浸水831棟、 床下浸水２,578棟

◎土砂災害発生件数 ：土石流　　　57件（40件）

地すべり　　40件（33件）

がけ崩れ　　24件（14件）

計　　　121件（87件）

（ ）内は砂防ﾁｰﾑ対応件数

3 対応状況
今回の豪雨で被害が著しく、次期降雨等により再度災害を受ける恐れのある箇所については、災害　　

関連緊急事業を申請し採択された。小規模箇所については県単事業等により実施予定。

災害関連緊急事業　　

土石流 ： 26箇所　　地すべり ： ６箇所　　急傾斜地崩壊 ：３箇所　　計 35箇所

平成１８年７月豪雨災害の状況と対応について

◇ 土石流に対する効果

～ 岡谷市　間下　ヒライシ沢 ～

平成16年度に完成しました砂防えん堤により、土石流（流木を含む）が下流に流出するのを防ぎました。

平成18年７月豪雨における砂防施設の効果事例

近　景遠　景
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災害関連緊急（砂防・地すべり・急傾斜）事業　箇所図
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７月1 1日付けで松本砂防事

務所長を拝命いたしました。

今井一之前事務所長と同様、

引き続きよろしくお願いいた

します。

まず、私が着任して多くの

方とお話しして感じたことは、

砂防に対して地域の方々の大きな期待があるというこ

とです。これは、言うまでもなく当地域が過去から現

在に至るまで土砂災害に悩まされ続けてきたことが背

景にあります。明治時代より国及び県による砂防事業

を展開してきたわけですが、やはりその効果を体感さ

れていることを肌で感じた次第です。

本年も７月豪雨により、県内も諏訪地方を中心に大

規模な土砂災害に見舞われました。当事務所管内にお

いても、特に梓川上流域で土石流等が相次ぎ、上高地

で7 2時間雨量が観測史上１位を更新し、河童橋周辺

では昭和5 8年以来2 3年ぶりに溢水が生じました（写

真ー１）。

現在、国・県・市の関係機関とも連絡調整を図りな

がら護岸及び工事用道路等の復旧対策等を進めている

ところです。しかし、上流からの大量の土砂流出、河

床の上昇や大量の流木の堆積といった現状を踏まえ、

長期的な視野に立った砂防事業を計画的に推進してゆ

く必要性があると考えております。

これについては、高瀬川及び姫川流域に関しても、

過去の災害を鑑みると同様なことが言えます。

また、砂防事業を実施する上で重要なことは、説明

責任を果たすことだと思います。一般の住民（特に都

市部）から見ると、砂防事業は他の公共事業と比較し

てもあまりなじみがなく、その効果も分かりにくい傾

向があります。

厳しい財政状況の中で、多くの方に砂防事業の必要

性を理解していただくことは、並大抵のことではあり

ません。松本砂防事務所としても、砂防は、地先及び

水系の直接的な効果のみならず、地域の生活基盤や産

業経済の発展になくてはならない事業であることを、

様々な手段や機会を通じて広報活動する所存です（写

真ー２）。

北アルプス地域の豊かな自然環境・景観と人々の生

活を土砂災害から守り、地域の発展に資するために、

国・県・市町村等関係機関とも連携を図りつつ、地域

の方々の声をお聞きしながら砂防事業を進めてまいり

ます。皆様のご支援、ご協力をお願いいたします。

日本アルプス地域の発展のために

北陸地方整備局松本砂防事務所長　植　野　利　康
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本年４月、多治見砂防国道

事務所長を拝命致しました。

前任地は愛媛県砂防課です。

中部地方整備局勤務は初めて

ですが、中央アルプスには何

度か登ったことがありました。

長野県治水砂防協会の皆様に

は、大変お世話になりますが、どうかよろしくお願い

致します。

当事務所は、昭和７年８月の中津川市四ツ目川の大

土石流災害等を契機に、昭和1 2年度より、岐阜県内

の庄内川水系及び木曽川水系において直轄砂防事業を

実施して参りました。長野県木曽南部地域では、昭和

4 0・4 1年の南木曽災害等をきっかけとして、国道1 9

号・ＪＲ中央線等の重要交通網の保全、木曽川本川に

連なる治水利水施設の保全、また、幾多の土砂災害と

闘ってきた木曽南部地域の集落等の保全のため、昭和

5 3年度より直轄砂防事業区域を拡大し現在に至って

います。

これまで、滑川（上松町）、伊奈川（大桑村）、蘭川

（南木曽町）など主要幹川において、基幹的な砂防施

設を整備してきましたが、最近では、土石流危険渓流

において、直接集落や重要交通網を保全するため土石

流対策を推進しています。

今年「７月豪雨災害」の際は、滑川観測所で連続雨

量4 4 6 m m、時間最大雨量2 5 m mの猛烈な豪雨を記録

し、隣接する伊那谷では大規模な土石流災害が発生ま

したが、当事務所管内では人家・人命に影響を与える

災害はありませんでした。上流域では既存の崩壊地が

拡大、又は新たな崩壊地が発生した箇所もありますが、

これまで積み上げてきた砂防事業の効果が発揮された

ものと認識しているところです。

事務所では新たな取り組みとして、「木曽谷エクス

カーション」を実施することとしています。エクスカ

ーションは体験型学習会で、木曽谷の自然、歴史、文

化等について、地元の方々に一部案内役をお願いしな

がら現地視察を行うものです。特に、木曽南部地域は

これまでの土砂災害の歴史、オランダ人技術者デ・レ

ーケによる調査、木曽五木に代表される森林利用と保

護など、砂防事業にまつわる様々なテーマがあります。

通常の観光旅行に飽き足らない都市部住民の知的好

奇心を満たし、地域の魅力を再発見できるよう、地元

町村や観光協会、住民の方々と協力・連携しながら進

めていきたいと考えています。

最後になりますが、貴協会の益々のご発展と会員の

皆様のご健勝、そして長野県における治水砂防事業の

推進を祈念致します。

木曽谷の直轄砂防事業について

中部地方整備局多治見砂防国道事務所長　岡　本　　敦
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近年多発している土砂災害で多くの犠牲者がでていることから、初めて土砂災害に対する全国統一防

災訓練を平成18年６月８日を中心に白馬村など16市町村で実施しました。

避難先での土砂災害防止講習会（白馬村）

「かりんの里ひだまり」入園者の避難状況（諏訪市）「泉保育園」園児の避難状況（山ノ内町）

1  訓練の結果

今回の訓練では、情報伝達機器のトラブル、避難誘導が必ずしもスムーズに行なわれなかった事例が

見受けられました。日頃から機器を利用し慣れること、行政、住民が各自の果たすべき役割を明確化す

ることの必要性を感じました。これらの結果をふまえ、土砂災害に対する警戒避難体制の強化と防災意

識の高揚を図ることを目的として、平成19年度は５月に防災訓練を予定しています。

2  参加機関

①対象地域の住民、災害時要援護者施設関係者

②市町村、消防署、警察署、消防団

③長野県、地方事務所、建設事務所、

コモンズ・砂防センター

④国土交通省本省、関東地方整備局、

北陸地方整備局、長野地方気象台

災害対策本部設置状況（白馬村）
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土砂災害防止法は、土砂災害から人命を守るために土砂災害防止工事等のハード対策と併せて土砂災

害の危険性のある区域の周知、警戒避難体制の整備、住宅等の新規立地の抑制等のソフト対策を推進し

ようとするものです。

県内には土砂災害のおそれがあり基礎調査の対象となっている箇所が約1 6 , 0 0 0箇所の危険箇所があり

ます。現在土石流とがけ崩れについて優先的に調査、指定の作業を進めておりますので、引き続き御協

力をお願いします。

○県内の指定状況

土砂災害防止法に基づ

き、平成1 8年４月から1 1

月末までに、上田市（旧丸

子町）、安曇野市（旧豊科

町、旧明科町）、山形村、

伊那市、箕輪町、南箕輪村、

上松町において土砂災害警

戒区域6 7 5箇所、特別警戒

区域6 3 6箇所の指定を行い

ました。

これにより、県内の土砂

災害警戒区域の指定は1 9

市町村2 , 1 5 7箇所、特別警

戒区域の指定は1 7市町村

1,970箇所となりました。

位置図及び区域図は県の砂

防課および建設事務所・砂

防事務所等において縦覧で

きるようになっています。

「土砂災害防止対策基本指針」変更の概要

（１）基礎調査事項の追加

都道府県が行う基礎調査の事項に、新たに警戒避難体制に関する事項を追加されました。

（２）土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域の指定の促進

土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域の指定は、土砂災害から国民の生命及び身体を保護する上で基

礎となるものであるため、可及的速やかに指定することが重要である旨、記載されました。

（３）警戒避難体制の整備等

土砂災害警戒区域において、警戒避難体制の整備等の指針となるべき事項が新たに定められました。

①避難勧告等の早期発令、確実な伝達　 ②避難場所等の安全確保

③災害時要援護者の警戒避難体制の整備　　　 ④住民への周知・啓発

土砂災害防止対策基本指針の変更について

○土砂災害防止法基本方針の変更について

土砂災害防止対策基本指針は、土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律

（平成1 2年法律第5 7号）に基づき、土砂災害の防止のための対策の推進に関する基本的な方向を示すも

のとして、平成13年７月に国土交通大臣が定めた指針です。

近年、集中豪雨等による土砂災害が多数発生し、多くの死者・行方不明者が発生するなど、警戒避難

体制等のより一層の充実が必要となっていることから、土砂災害防止対策の効果的な推進を図るため、

基本指針の変更が平成18年９月25日付けで行われました。

注）（ ）書きは他の市町村と重複しない箇所数。
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●平成18年度長野県砂防ボランティア協会総会が開催される

平成1 8年５月2 9日（月）サンパルテ山王（長野市）において、平成1 8年度長野県砂防ボランティア

協会総会及び講習会が開催され、会員4 7名、県土木部職員2 7名が出席しました。議事の中で平成1 7年

度の事業報告、会計報告、平成1 8年度の事業計画、役員及び組織体制について承認されました。また、

引き続き行われた講習会では、「ボランティア活動を通して

考えること」と題して豊橋創造大学短期大学部教授の寺本

和子氏に講演をしていただきました。寺本氏は「土木技術

者女性の会」初代会長を歴任され、ＮＰＯ法人「朝倉川育

水フォーラム」理事長も務めるなど市民活動等に積極的に

活躍をされており、これらの活動における貴重な体験談や

ボランティア活動の意義についてお話しいただきました。

また、原参事兼砂防課長より砂防事業に関する最近の話

題や砂防ボランティアに期待することなどについて講演が

ありました。

●平成18年度土砂災害危険箇所点検パトロールについて【報告】

６月の土砂災害防止月間にあわせて毎年実施しております、土砂災害危険箇所パトロールに、本年度

も８現地機関（佐久、諏訪、伊那、松本、安曇野、長野、姫川、土尻川）より砂防ボランティア協会員

の派遣要請があり、延べ24名の協会員が参加しました。（姫川砂防事務所は７月豪雨災害のため中止）

パトロールは地元警察署、消防署、市町村、地方事務所、建設（砂防）事務所及び自治会代表者らと

合同で行われ、土砂災害に対する認識を深めるとともに、地域防災力の向上に大きく貢献しました。

また、本年７月の豪雨により土砂災害が多発し、甚大な被害となった諏訪地域において、県からの要

請により宮島副会長を隊長とした９名の砂防ボランティア協会員による支援活動を行いました。未曾有

の大災害で未だ被災の全容が明らかとなっていない７月2 4日（月）に諏訪建設事務所の依頼により、諏

訪市及び下諏訪町の土石流危険渓流ランクⅠの箇所を点検・調査しました。協会員自ら箇所の選定及び

ルートの計画を行い、人手の足りない建設事務所の職員に代わって約2 0渓流の調査を終え、結果を諏訪

建設事務所長へ報告し、全員無事に職場等に復帰されました。

当協会としましては、今後もこのような支援活動に積極的に協力し、被災地域に対する援助活動と土

砂災害に対する知識の普及と啓発活動を行っていきたいと考えております。

なお、今回の平成1 8年７月豪雨災害における砂防ボランティアの活動状況につきましては、「月刊メ

ディア砂防10月号」に報告記事が掲載されておりますので、是非ご一読ください。

砂防ボランティアだより

寺本氏による講演の様子

施設点検活動の様子 7月豪雨災害での土石流危険渓流調査の様子
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●長野県砂防ボランティア協会設立10周年記念行事が開催される

長野県砂防ボランティア協会は、平成８年1 1月1 9日

に設立され、本年で1 0周年を迎えました。この間に会

員数も1 9 7名（平成1 8年1 0月現在（内斜面判定士1 4 2

名））に増え、全国的にも上位の規模となっており、今

後も土砂災害防止に役立つ活動全般を行っていきたい

と考えています。

こうしたなか、去る1 0月2 3日（月）に小川村味大豆

地籍薬師沢において、1 0年の節目に真のボランティア

精神を学び今後の活動に活かす目的で、下記の内容に

て記念行事を開催しました。

『長野県砂防ボランティア協会設立10周年記念行事』

～薬師沢砂防惣代に砂防の歴史とボランティア精神を学ぶ会～

・薬師沢及び味大豆地すべり施設点検活動

※参加者により手作りの石堰堤看板を設置する催しもあわせて行いました。

・砂防の歴史を学ぶ会

・10年のあゆみ報告会

施設点検活動の様子

砂防ボランティアだより

砂防の歴史を学ぶ会の様子

田畑会長による石堰堤看板の杭打ち式の様子

当日は、砂防ボランティア全国連絡協議会長の田畑茂清氏、国土交通省松本砂防事務所長の植野利康

氏、小川村長の大日方茂木氏、中条村助役の宮脇未喜夫氏、長野県治水砂防協会土尻川支部長の中村

氏、（社）斜面防災対策技術協会中部長野県支部長の小林寿内氏、ＮＰＯ法人長野県地すべり防止工事士

会長の内藤哲氏、長野県議会議員の服部宏昭氏を来賓に迎え、薬師沢砂防総代と地元住民、砂防ボラン

ティア協会員、小川村及び土尻川砂防事務所のメンバー総勢5 9名の参加者が４班に分かれ、薬師沢砂防

石堰堤等の施設点検を行い、点検結果の報告と今後の維持管理について意見交換を行いました。また、

その後に行われた砂防の歴史を学ぶ会では、薬師沢の砂防惣代を中心に百二十年余にわたり石堰堤を維

持管理してきた“砂防ボランティアの原点”である地元住民の活動状況を学び、砂防の重要性をあらた

めて認識することができました。

最後に、1 0年のあゆみ報告会において、1 0年間の砂防ボランティア活動を振り返るとともに、今後は

薬師沢砂防惣代に学び、地元住民との協働による砂防施設の維持管理を積極的に行っていくことを宣言

し、長野県砂防ボランティア協会設立10周年記念行事を閉じました。
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≪ 編 集 後 記 ≫

山には雪が降り、紅葉も終りを迎える季節

となりました。本年も残りあと僅かとなり忙

しい毎日をお送りのことと思われます。

振り返りますと、７月には岡谷市を中心に

豪雨災害に見舞われました。

土砂災害により多くの方々が被害に遭われ、

10名の方の尊い命も奪われました。被害に遭

われた方々には謹んでお見舞いを申し上げま

すとともに、一日も早い復興によりまして安

全で安心して暮らせる地域となりますことを

心よりお祈り申し上げます。

本協会もこの災害を教訓に、砂防の必要性

を多くの方に理解していただけますよう努め

て参りますので、今後ともお力添えをいただ

きますようよろしくお願いいたします。

砂防ボランティアだより

●第39号　発行　長野県治水砂防協会

〒380－8570 長野市大字南長野字幅下692－2 長野県土木部砂防課内

ＴＥＬ　026（232）0144 ＦＡＸ　026（233）4029

E-mail n - s a b o @ s k y . p l a l a . o r . j p

参加者全員による記念撮影

※県の組織が変更になりました

☆変更前 ☆変更後

県土活用支援チーム 土木政策課

都市計画チーム 都市計画課

道路チーム 道路課

河川チーム 河川課

砂防チーム 砂防課

犀川コモンズ・砂防センター 犀川砂防事務所

姫川コモンズ・砂防センター 姫川砂防事務所

土尻川コモンズ・砂防センター 土尻川砂防事務所


